Impact assessment of deposit removal on the physical habitat for aquatic insects　in the middle reach of the Yahagi River, central Honshu, Japan by 竹原, 茂信 et al.
愛知工業大学研究報告          
第 44 号 平成 21 年           
 
 
                         
矢作川豊田大橋付近における河道掘削案に対する         
水生昆虫の生息環境としての評価  
                                                  
 
Impact assessment of deposit removal on the physical habitat for aquatic insects 
in the middle reach of the Yahagi River, central Honshu, Japan 
 
竹原茂信†, 内田臣一††, 木村勝行†† 
Shigenobu TAKEHARA, Shigekazu UCHIDA, Katsuyuki KIMURA 
 
Abstract  We assessed the impact of deposit removal from the middle reach of the Yahagi River, central Honshu, 
Japan, on the physical habitat availability for five species of aquatic insects, viz., three dragonfly (Odonata) species, 
Macromia daimoji (Corduliidae), Gomphus postocularis (Gomphidae) and Onychogomphus viridicostus 
(Gomphidae); two stonefly (Plecoptera) species, Oyamia seminigra (Perlidae) and Neoperla (Perlidae), by employing 
the IFIM / PHABSIM. The weighted usable area (WUA) of the species that live in the cobble substrates with 
interstitial spaces, Onychogomphus viridicostus, Oyamia seminigra, and Neoperla, were expected to become wider in 
the estimated riverbed after the deposit removal than in the present riverbed. On the other hand, the WUA of the 
species that live on the mud and sand substrates in a backwater pool along the channel margin, Macromia daimoji 
and Gomphus postocularis, were expected to become smaller in the estimated riverbed after the deposit removal than 
in the present riverbed, if the gravel bar around the backwater pool would be removed. But, it was difficult to 
accurately assess the physical habitat in the places like the backwater pool after the deposit removal. Therefore, the 
practice of deposit removal work should follow the process of adaptive management in order to determine the best 
management strategy.   
 
                    
１．はじめに 
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ている 1）。この研究例では、河川環境評価をするための  
典型的な手法である IFIM（ Instream Flow Incremental 






そこで本研究では IFIM / PHABSIM を用いて、水生昆
虫のうちトンボ目, カワゲラ目の生息環境を評価した。
研究対象区間は生物の生息場所構造として重要な瀬と淵
















km2, 幹川流路延長 117 km の一級河川であり、本研究の
対象は豊田市の中心市街地を流下している区間である。

































         Macromia daimoji Okumura, 1949 
    （環境省指定 絶滅危惧Ⅱ類） 
2. ホンサナエ 
Gomphus postocularis Selys, 1869 
（愛知県指定 準絶滅危惧種） 
3. オナガサナエ 




         Oyamia seminigra（Klapálek, 1907） 
5. フタツメカワゲラ属 




２・１ トンボ目, カワゲラ目の幼虫の定量調査 
流速、水深の異なる場所にて方形枠（1 m×1 m 図 2、
または 0.5 m×0.5 m）内の水生昆虫を網目内径 3 mm の網
を用いて計 103 方形枠で採集した。採集した幼虫は 80%
エチルアルコールで固定し、研究室に持ち帰り同定した。 
調査日および方形枠数（括弧内の数字）は次のとおり
である。2007 年 12 月 13 日（4）, 21 日（3）, 28 日（6）, 
2008 年 1 月 10 日（5）,  2 月 11 日（6）, 19 日（6）, 21
日（11）, 27 日（8）, 3 月 7 日（11）, 21 日（25）, 4 月 1







































































プロペラ枠下端を川底から約 5 cm 離して計測した。水深
が浅いなど流速計を使用できない場合には浮子を用い簡
易的に測定した。水深は方形枠内において常に一定では
ないため、測量用のスタッフ（最大 3 m）を用い、0.1 m
単位でおよその水深を測定した。 
 









値を 1 とした。 
・ 未調査、もしくは特定の物理指標において個体数密
度が 0 である方形枠のみの場合、その物理指標付近
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・ 右岸 40.2 km 付近にあるワンド周辺は掘削しない。 
【掘削案 2】 
・ 冬の平均水位以下の河床は掘削しない。 
・ 右岸 40.2 km 付近にあるワンド周辺も掘削する。 








・ 流速、水深の予測には 60 %粒径を用いた。 






Ξk= Π p 
j=1 
p ηjk  (m) Π p 
j=1 
p 
fj      
(m) 
（ζjk）  = 
(m)
37.5, 26.5, 19, 9.5, 4.75, 2.00, 0.85 mm を用いた。 
・ 交換層厚さ＝150 mm 
・ 供給土砂量 / 平衡流砂量＝1.23 
・ 2 次流強度に関する係数＝7.0 












































した（図 6 各左、実測値）。 
流速は定量調査を行った際に測定した数値をもとに作
成し、測定していない場所は付近の方形枠内の流速を参

































































































 3･2･1, 3･2･2 から現況の河道に対する各種の生息環境























 現況と掘削後の重み付き利用可能面積 WUA を比較し

























 掘削案 2（ワンド無）も 1（ワンド有）と同様に水域が
増え浮石を好んで生息すると考えられているオナガサナ
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